












米国では、1930年に「映画制作倫理綱領(The Motion Picture Production Code)」、通称「ヘ
イズ・コード」がMPPDA、アメリカ映画制作者配給者協会（Motion Picture Producers and
Distributors of America, Inc.)によって制定されたが、制定後しばらくの間、厳格には守ら
















































































































































年代には実質的に廃止されることになる。それに対して、英国の BBFC は 1960 年に、
「BBFC は公衆道徳の守護者）ではない」と宣言し、1970年代には上演禁止指定を受ける
作品はなくなっていった。つまり、「モラリスティックなリーガル・パターナリズム」は
完全に放棄されたのである。そして、1985年に BBFC は、略称は同じ BBFC であるが、
英国映画分類委員会（British Board of Film Classification,）と改称されたのである。
以上、映画規制に於ける米国・英国の方法を概観したが、その今日的意義とは何であろ
うか。「モラリスティックなリーガル・パターナリズム」を掲げた米国のやり方を非とし、
「危害の原則」と「不快の原則」を中心とする英国のやり方の先進性を是とするのは現代
に於ける「正論」かもしれない。しかし、今日のメディアのコンテンツ規制の議論をする
際にも、「モラリスティックなリーガル・パターナリズム」が全く無効であるわけではな
い。日本民間放送連盟の放送基準は 1959 年に制定され、その後幾度か改訂されてきた倫
理綱領である。その３章「児童および青少年への配慮 」には次のようにある。
(15) 児童および青少年の人格形成に貢献し、良い習慣、責任感、正しい勇気などの精神
を尊重させるように配慮する。
(16) 児童向け番組は、健全な社会通念に基づき、児童の品性を損なうような言葉や表現
は避けなければならない。
また、４章「家庭と社会」には次のような項目がある。
(23) 家庭生活を尊重し、これを乱すような思想を肯定的に取り扱わない。
(24) 結婚制度を破壊するような思想を肯定的に取り扱わない。
(25) 社会の秩序、良い風俗・習慣を乱すような言動は肯定的に取り扱わない。
(26) 公衆道徳を尊重し、社会常識に反する言動に共感を起こさせたり、模倣の気持ちを
起こさせたりするような取り扱いはしない。
確かに、事実上、放送電波が「垂れ流し」状態になる地上波の放送については、ケーブ
ル放送やブロードバンド放送とは異なった倫理学的根拠による倫理綱領が必要であるとの
考え方は全く不条理であるとは言えない。現代に於いても、各種メディアの倫理規制を考
えるに際して、20 世紀前半に於ける英国・米国の映画規制についての「事例研究」は有
効であると結論できよう。
